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払
い
と
売
を
つ
け
る
と
す
れ
ば
、

切
々
効
叱

こ
の
場
合
に
は
、

五
六
六
条
の
投
入
口
は
、

は
不
可
ル
肢
と
与
え
る
こ
ζ

に
色
る
r

栴
は
さ
ら
に

認
め
右
い
が

た
た
見
よ
へ
J
M
遣
、
)
吋
け
y
)

一
一
円
う
心
認
に
は

実
際
の
ん
伴
内
出
市
は

1
1
d
で
あ
り

絡みb1.:.;f~ グ))loh~( .名古J宣

v
uし
r
い
お
い
亡
副
た
に
義
務
を
'
司
、
つ
と
い
う
告
去
が
あ
る
か
ら
、
ぞ
れ
を
刻
た
な
行
為
ャ
と
み
て
、
有
効
な
る
正
予
γ
川
市
、
え
て
お
れ
は

有
効
、

備
え
て
い
な
け
れ
は
付
効
だ
y
o

J

惜
の
け
一
同
円
吋
を
肱
川
合
的
に
述
併
し
ょ
、
っ
と
ど
F

れ
ば
、
対
仕
の
絶
対
時
効
と
さ
れ
る
υ匂
~
!
の
扱
い
(
泊
認
を
新
た
な
行
為
に
み
な
一
ヲ
二

と
、
を
恒
常
で
規
£
し
た
よ
う
に
珂
判
明
ご
き
る
が
、
リ
惜
の
押
判
明
が
、
ポ
ア
ソ
ナ
!
?
の
快
犯
の
止
し
い
珂
解
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い

留
保
が
N
U
山
七
、
あ
と
「

刻
芦
編

h
h
一
八
条
を
引
い
ぐ
い
る
が
、
二
の
内
科
は
、

木
い
え
は
、

祝
め
よ
り
無
訟
な
行
為
は

-
d
山
品
」

L工、

ゾ
， 

ど、
~9" 
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で
き
旨
い
、
伊

ν
k
ハ
五
条
の
場
八
日
は
例
外
こ
す
る
も
の
で
あ
り
、
グ
ア
ノ
ナ
ア
ド
の

Mm慣
は
、

五
一
白
八
条
の
文
一
言
か
ら
小
山
脱
さ
れ
る

ツ
て
こ
一
じ
は
、

5
 
1
 

A
リ

UM
 

3
 

不
法
以
肉
が
追
認
山
町
に
泊
暁

1J
て
い
る
か
ア
引
い
か
が
当
一
時
泊
J
U
の
効
力
円
台
怖
に
つ
な
が
る
も
の
と
し
て
日
市
川
き
れ
て
い
る
り
出学ぇmw 

一
て
つ
に
、
鎖
除
に
お
け
る
認
花
、
す
右
わ
ず
つ
遡
及
的
追
認
の
場
合
Y

〕て、

h
九
百
条
一
哀
の
場
九
け
を
構
想
し
と
い
た

I
L
T
測
す
る
の

ゴ
問

が
ム
ロ
4
h
州
出
と
思
わ
れ
A
V

か
ら
勺
あ
る
コ
だ
か
ら
、
そ
の
扱
い

は
、
存
続
内
じ
は
、
組
川
汁
怪
効
、
初
対
付
効
を
向
わ
な
い
も

〆
与
え
ん
)

の
い
変
化
じ
て
い
た
と
↓
一
円
い
つ
ふ
。
を
の
伐
一
剖
と
し
ぐ
、
前
崎
速
ぷ
伝
一
七
四
百
十
、
段
、

い
れ
育
(
1
1
段
か
ら

-

u
六
白

i
段
に
、

IW

が
f
h

法
原
例
行
為
を
と
も
な
う
日
作
品
内
出
J
泌
が
有
殺
と
な
る
か
行
か
に
つ
い
し
川
一
言
ド
制
連
つ
け
て
玩
巧

L
て
い

Q
く
に
り
が
あ
る
川

[
か
し
、

五
六
六
条
に
引
一
J

十
さ
れ
る
艦
、
対
yvm
国
じ
め
っ
て
、

な
立
八
条
が
例
外
μ
し
た
立
六
立
条
の
前
川
苅
涼
同
で
は
な

仁ド!?、当、けは
l

J

布、

ノ

1
1
1
1
i
I
U

し3

IH 
f日'"

川
氏
法
財
主
治
l

l

ハ
J
b
h
f
l〆
J

工
六
ー
ハ
条
や
一
、
v

わ
陥
る
私
/
八
M

的
証
切
と
公
将
的
知
県
効
に
川
村
山
川
す
る
も
の
と
泣
EE
つ
け
b

に
が
、

一
r
h

川
小
子
山
こ

民
民
者
誌
の
河
告
で
十
ヘ
バ
反
映
さ
れ
て
い
な
い

し
乙
無
効
の
三
河
川
に
単
純
化
さ
れ
ど
縦
，
M

小
さ
い
い

L
い
る
)
品
、
つ
る
ー
情
・
市
人
ム
司
、
で
は
、

も
?
〕
ろ
い
京
除

子
、
の
区
別
は
、

起
リ
千
品
千
円
に
お
、
二
、
十
ノ
刀
思
断
さ
れ
な
か
、
だ
の
か
、

配
民
川
引
に
お
け
る
日
い
拭
ハ
品
拷
の
追
認

J
L
i
b
-か

制
民
法
に
お
け
る
、

μ
一
り
お
い
ふ
じ
関
係
主

新
行
為
〆
説
明

L
て
い
る

yレ

原
吋
祉
の
例
は

コ
ズ
の
組
一
山
か
ん
は
例
外
的
相
対
折
幼
の
例
引
あ
る
が
、

ム
円
わ
山
中

C
説
明
〕
て
い
る
不
法
県
ヨ
の
場
へ
は
は
杭
対
丑

効
の
阿
川
L

一J
え
る
〉

己
認
と
じ
て
は
低
効
で
あ
る
が
、
訴
た
な
る
行
為
と
し
て
は
七
効
で
あ
る
か
も
れ
な
い
。
さ
か
の
ぼ
る
よ
つ
な
効
力
を
持
つ
純
伏
、

た
る
出
認
は
一
C
3
な
U

と

γつ
こ
と
を
J

で
め
た
υ

年
坊
の
ノ
「
分
は
況
往
に
滋
J

て
効
力
を
生
ぜ
し
め
る
こ
と
が

yJdな
い
と
い
う
、
ヂ
義

を
同
吹
っ

迫
一
日
と
し
て
は
全
¥
恥
…
況
と
い
う
め
た
り
に
、

旧
竹
片
付
と
立
公
に
辺
り
離
す
!
i
川
刊
で
あ
ゐ
ワ
ラ
J

ス
法
~
の
接
一
」
に
が
感
じ
ら
れ
る
が
、



リ
ィ
ム
ヰ
ー
さ
の
新
た
な
匂
(
相
対
J

』
れ
を
問
思

C
1
る
あ
ん
一
り

一
無
効
で
あ
る
と
い
、
つ
F

L

/

や
知
け
つ
つ
追
認
を
ち
す
こ
い
う
の
は
必
ず
4

亭

さ
に
お
い
て
新
た
仁
義
務
を
口
、
勺
と
い
う
治
患
が
あ
り
ま
す
る
か
ら
」
J

じ
、
な

h
ド
イ
ツ
法
的
な
影
響
も
え
ら
れ
る
バ

イ

ツ

法

の

治

不

治こ

ド
イ
ン
民
法
の
記
草
送
梓
寺
山
腎
す
る
f

式市山

一
九
条
HU
一
言
に

百
の
彰
町
一
ド
や
及
ぼ
し
た
l
l
ν

ち
え
り
八
一
フ
心
、

ザ
ヴ
J

ニ
l

パ
ノ
ア
ム
ツ
デ
ノ
ス
、
ー
に
よ
る

u
!
?
法
の
灯
、
効
の
位
十

JMγ
恥
泊
し
へ
の
二
出
化
が
時
一
f

げ一去一れ

以
河、:

一、い
L
h
}

「
『
原
案
の
器
一
議
直
桜
に
お
い
て
、

飢
効
に
間
同
一
。
る

一
規
定

(舵
i
i

々
は
不
安
h
H

・
小
引
ノ
日
ト
と
阿
川
じ
、

証
対
河
川
内
の
出
減
の
み
に

よ
っ
て
自
効
化
し
な
い
、

L
U引

r成
背
い
よ
る
追
認
は
、
一
対
た
な
実
行
と
刊
誌
さ
れ
る
)
か
よ
り

初
定
へ
の
結
成
が
生
じ
た
、
前
苫

は
門
市
川
で
あ
る
と
し
て
削
除
さ
れ
た
の
で
あ
る
う

ヴ
ィ
ン
1
h

シ
み
イ
k

の
慌
宝
、
(
却
↓
判
と
は
、

白
効
要
件
が
に
げ
て
い
る
ど
け
と
い
う
ほ
念
坪
院
を
前
提
に
、

3
4
5己
去
己
ズ
)

の
有
効
夜
件
が
欠
け
て
い
る
だ
け
の
応
行
為
を
、

u
l
行
為
か
維
持
い
す
?
と

γつ
待
相
出
の
ド
ー
に
、

追
認
の
週

川口
J

な
意
思
十
日
小
で
禄
ぃ
、

及
効
十
認
め
、
併
い
は

f
f申
告
保
護
規
〕
に
を
置
く
)

は
審
議
に
お
い
て
人
L
仇
さ
れ
丈
が
、
し
か
し
、

J

イ
ン
ト
ン
ャ
イ
ト
提
案
の
い
糾
響

か
、
契
約
当
事
主
で
は
追
認
は
叩
四
社
効
を
持
つ
れ
、

ま
た
且
如
、
わ
為
に
も
出
町
さ
れ
る
い
(
伐
に
削
除

が
編
集
委
口
一
ム
お
じ
送
汁
さ
れ

絡みb1-:-;f~ グ))loh~( .名古J宣

生
成
案
で
は

ふ
品
誌
や
込
ノ

L
F羽
の
長
期
け
か

ー
表
不
作
山
川
主
一
が
ね
お
形
か
ら
半
数
日

μ
に
小
石
化
す
る
右
ど
の
依
修
け
が
あ
っ
た
「

" 
原
本
起
肯
者
の
ゲ

l
J
J
ハ
ル
ト

は
〆
一
山
花
行
為
の
イ
耕
作
な
実
行
行
為
へ
の
恥
換

(
F
E
2
V
2
5
}
に
よ
り
新
た
な

P
4
h

は
必
要
で
な
い
P

)

と
に
な
る
趣
旨
の
転
渋
構
成
L
U

二
?
耐
で
述
べ
た
が
、

他
の
委
封
に
は
1
メ
持
、
一
三
れ
ず
、

考
一
序
さ
れ
て
は
い
仕
い
。

、
U: Gム

ri七
士
実
行
は
、

」
コ
成
法
待
行
め
の
す
く
て
の
山
付
を
満
た
す
よ
う
な
行
為
と
さ
れ
て
い
る
コ

ろ

以
終
案
は
、
ヘ
授
、
以
ー
の
よ
う
な
泌
J
}

刊
の
も
の
と
な
り
、
式
法
山
県
の
四
条
台
し
て
結
安
し
そ
じ

ヲ
ζ し
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第

主
改
律
行
為
の
，
-K
ノhH
4す

に
よ
る
追
認
は
新
た

4
安
/
汀
こ
判
断
さ
れ
る

，;~~ 

第
一
辺

の四川
1
2円
、

心

川

寸

し

A
一

に

22μ
認
は
民
権
的
遡
及
坊
を
牛
「
十
}
三
し
し
ヤ
る
一

ゴ
問

悩
行
段
、
松
効
の
効
果
を
f

ア
悼
ん
刊
r

到
解
す
る
読
か
ら
、
効
回
木
T
A
H
U
F
q
と
理
炉
す
る
説
ヘ
の
移
ノ
f
・
詳
及
L
対
応
し
て
、

間

条

川市
A

及
川
4
E
味
を

緩
ね
さ
れ
た
新
い
ず
れ
レ
理
解
す
る
学
説
が
七
必
化
・
通
説
化
た

判
例
b
川
く
か
ら
こ
の
立
場
で
あ
る
口

ろ
判
釈
が
実
務
的
時
頭
に
刻
づ
る
対
処
の
必
川
女
L

、
川
岨
品
会
H

河
等
し
た
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
n

ゴ
ヅ
な
わ
ち
、
活
認
は
、
新
実
行
と

区
別
支
れ

い
わ
ば
山
尖
行
の
法
律
行
為
の
事
誕
を
ほ
巾

訂
正
の
収
f

、ょ

n
簡
易
い
実
行
じ
き

fω
川
し
つ
つ
、
そ
の
持
充

の
I

H

4

の
形
式
J
C
J
4
J

司
柁
で
あ
り
、
わ
だ
かd
照
不
の
み
が
新
尖
行
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
る
し
仁
寸
ゐ
の
で
あ
る
じ
ま
た
ド
/
ソ
で
も
、

同

久
小
を
山
内
い
対
抗
知
人
切
と
解
し
、
相
対
抗
加
効
を
強
用
範
国
か
ら
叫
す
ぷ
一
え
い
ず
自
り
化
し
た

一

rr一
一
雪
)
は
、
畳
1

切
行
fA
の

うィ-
A、よ

攻
に
体
目
さ
れ
b
ド
L
i
v

、I
}
フ
i

テ
ー
マ
と
す
る
モ
ノ
グ
一
ブ
ノ
ィ

l
L
お
い
て

い
仏
苦
心
者
同
を

コ一一戸口《
F
l
J
J

J

I
ド
ミ
F
A
P

ゑ日

l
l
J
J

す
な
わ
九

)
迫
誌
と
れ
梢
j
f

什
の
甘
い
人
件
に
お
け
る
h
t
i
u世

こ
れ
は
、
熱
効
行
為
は
法
J川
に
存
在

rず
、
追
認
は
で
き
ず
、
新
安
行
に
〕
仇
つ
て
の
み
企
効
と
ん
が
I
Z
J
Y
Q
Y
一
い
一
つ
山
」
↓
時
の
4
J
1
M
m
m

解
へ
の
対
人
め
に
す
る

の
と
迫
訟
の
効
県

こ
れ
は
、
治
誌
は
糾
石
「
れ
と
い
へ
形
ぷ
に
お
い
ζ
将
来
効
の
み
を
有
す
る
こ
と
の
表
現
で
あ
る
口

し
か

、
コ
ヲ
1
J

乃
弔
咋
」
上

L
u
i

〈

4

J

j

h

2

1

!

l 

の
υ
法
背
の
理
解
は
サ
一
ド
ハ
リ
で
、

法
的
に
ι
Z比
し
な
い
こ
と
か
ら
、

相
官
及
効
を
右
」
一
一
ヲ

る
追
認
の
た
め
の
℃
J

子
力
り
が
存
せ
ず
迫
一
d
L作
な
?
と
す
る
占
…
は

不小町一正一は、

日
誌
の

口

l
マ
川
い
に
以
し
、

る
の
♂
は
な
く
、
そ
の

fm果
に
の
み
忠
明
守
る
と
解
づ
べ
さ
ト
オ
ゐ
c

し

'p.ベ人H、学)fi;:i (: 3う" ::!f) 〆201:L::;I 

叶

内

不



方

2
)
の
ガ
味
は
説
存

7
b岳
町
で
あ
る
と
r

し
か
し
、
迫
認
こ
新
高
行
の
与
問
は
つ
の
単
ハ
ん

f
t相
官
庁
を
小
透
明
一
い
渋
ι
沖
さ

ぜ
て
い
る
か
ら

新
?
な
正
式
化
が
必
市
立
、

法
律
行
為
の
無
幼
三
己
認
権
舟
に
刻
す
る
以
外
は
、

U
一
認
の
法
律
効
思

」
の
お
分
は

の
思
律
で
あ
る
と
し
て
、
ぷ

τーの

ケ
へ
を
改
川
家
、
こ

L
て
主
案
す
る
。

和
効
九
小
法
体
わ
為
は

、
の
い
川
刈
原
判
が
消
滅
し
た
絞
に

そ
の
実
行
者
が
迅
認
す
る
現
り
で
品
、
の
U
H
h
J
か
ら
右
効
と
な
る
口

ま
た
、
新
ハ
弘
行
は
、
す
べ
し
の
要
件
の
繰
り
返
し
と
い
、
つ
立
山
地
で
、

一
日
一
条
の
迫
な
と
は
畏
ん
ゆ
る
と
す
る
U

ー
ル
〆

は
、
現
?
の

A
E一九は、

じ
九
件
す
ム
似
し
し
し
て
も
、
追
認
が

ん
川
却
な
法
p

刊
行
為
合
法
的
に
不
存
わ
す
と
は
る
か
肖
か
、

と
の
よ
う
な
緩
対
さ
れ
た
形
で
り
能
な
の
か
?
、
分
か
れ
る
J

L
、
況
に
紹
介
し
た
、
恒
干
慌
古
旦
茶
話
卒
有
じ
一
め
る
ケ

l
ブ
ハ
ル
?
の
払

抑
一
民
成
に
よ
れ
ば
、
若

F
の
何
故
布
形
式
が
可
能
と
お
姉
、
一
ヲ
る
…

。

部
の
批
判
げ
は
あ
る
も
の
の
、
む
お
む
ね
、

ニE
、

:
f
l
 

以
L
の
よ
3
ノ
に
、
ド
イ
2

ノの

匝
粂
の
出
訟
を
f
d
た
な
山
犬

行
ー
と
阿
仰
は
斗
に
ず
、
コ
「
事
者
意
忌
で
あ
る
恒
行
為
の
機
片
付
河
的
を
可
域
的
に
詰
J
Fす
る
た
め
に
、
新
実
行
、
ど
は
川
凡
な
り
、
そ
の
長
作
の

緩
和
と
見
r
、
ド
ペ
判
例
も
、

R
C
ーかワ

3
G
H
I乙
伶
U
P

マ
に
滋
和
の
両
川
本
一
広
り
て
き
た
そ
の

l
で
、
安
式
住
が
要
求
さ
れ
る
よ
べ
伴

j
iゐ
I
J

史、

ク
y
p
h
フ

柴
犬
は
相
官
守
さ
れ
た
が

ふ
れ
以
外
の
口
辺
一
~
よ
い
効
と
た
v

っ

L
、
迫
訟
行
為
に
一
引
で
九
朴
い
は
jd
嬰
九
J
h
h

か
が
お
f
y州
ィ
」
れ

割
安
式
性
の
多
作
J
J
俄
持
を
£
L

山
内
し
、
{
一
心
訟
行
為
に
も
匹
以
式
性
を
必
要
と
す
る
が
、
少
数
有
力
説
は
、

U
1
4刊
'
司
す
何
十
品

J
J
I
f
-
-
H
1
1
 

」
の
口
に

絡みb1-:-;f~ グ))loh~( .名古J宣

も
絞
刊
が
投
ぷ
と
す
る

こ
の
よ
う
な
緩
和
側
り
が
付
ー
効
の
取
泊
化
似
り
と
ど
の
L

で
つ
な
苅
係
に
あ
る
か
は

ド
イ

y
の
議
論
状
況
か
ら
は
必
F
L
b
羽
ん
か

と
な
片
な
か
っ
た
が
、
関
述
洋
が
あ
る
と
い
コ
、

t
い
だ
ろ
、
つ
n

取人法羊)fi3 (1 --'31¥37 C2 (J l~] 阜、
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ヨE

一
抗
告
の
状
況

ゴ
問

-
悩
行
伎
の
日
間
閣
へ
伎
の
学
説
門
戸
分
岐
)

L
?
と
い
桁
抗
し
た
よ
う
い
、

ソ
民
か
り
ホ
ア
リ
ナ
ド
草
げ
た
へ
の
継
承
に
お
い

7
、
-
は
じ
再
椛
成
や
ず
れ
が
生
じ
て
い
た
。
引
制
/
れ
民
法

の
14
言
は
、
毎
起
リ
ヰ
委
員
に
よ
ム
世
間
!
ム
法
理
解
と
、

ド
ノ
y
!
パ
仏
法
草
案
一

条

J

て
r
A
Tリ

υ
、i
J

U

-

-

-

約
行
徒
に
つ
い
て
は
、
人
一
一
口
沖
解
を
め
く
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
山
、
で
の
、

ヤ
/

J

Y

法
、
一
/
一
フ
ン

λ
リ
止
の
影
川
蓄
を
交
け
つ
つ
、
今
日

日一
T
?
っ
一
工
い
ヲ
ム
↓
J

知
[
却
の
柑
掛
川
み
と
し
て
の
、
作
品
一
成
約
一
世
誌
の
み
が
認
め
ら
れ
る
川
県
効
か
ろ
、
沌
及
川
川
出
誌
が
誌
め
ら
れ
ヰ
加
効
へ
の
部
移
行
の

現
象
が
日
川
口
お
痛
さ
机
て
い

現
代
の
解
釈
誌
が
、
本
名J
ふ
、
原
市
一
の
法
解
釈
娯
境
内
変
化
!
ト
リ
付
応

L
一
¥
1
4
u
v」
叫
に
丈
】
に
込
め
ら
札
九
奇
は
か
ら
朝
礼
介
円
、

味
に
桝
釈
ャ
ニ

1
v
る
と
き
、
日
叫
代
の
止
γ
大
ャ
包
い
が
そ
の
壬
日
の
改
?
と
か
乞
と
の
よ
う
に
す
べ
〉
品
か
は
医
却
な
問
題
一
ゃ
に
あ
る
つ

!九
h
h

午への
rん

百
は
、
主
制
よ
り
不
明
吋
ザ
ヴ
問
迫
骨
許
可
す
も
の
で
あ
ワ
た
が
、
そ
の
状

LM
は
、
法
ゴ
人
脈
の
変
化
に
よ
円
、
坂
代
の
肝
釈
品
の
内
ん
れ
が
ゾ
〈

= 
ロ
ゥ布、
付

与

υ
川
出
苦
デ
一
説
弘
の
解
釈
論
を
H
4
U
初
出
す
る
干
」
L
f
J
T

山
花
と
す
y
G
な
ら
ば
、

そ
の
解
釈
論
の

府
A
?
山
け
さ
れ
に
く
'
、
な
っ
て
お
け
、

条
文
の
丈
一
f

へ
の
で
及
持
げ
は
明
、
初
立
の
表
現
の
円
、
同
が
、
こ
の
機
会
に
際

L
て
、
立
法
ャ
と
し
て
望
ま
れ
F
Q

円
十
小
川
比
三
は
、

取
消
し
と
の
対
い
に
で
の
加
効
ご
あ
り
、

三
ら
に
そ
の
恢
村
川
内
中
日
、
の
絶
対

t
村
山
と
初
対
佐
川
切
の
う
J

説
い
d

る
い
い
副
い
か

山
地
品
化
し
亡

山

υ
L
t
u
る。

況
に
鎌
川
が
指
摘
し
て
川
る
よ
、
つ
に
、

絶
対
t
効
と
相
対
M
J刈
は
、

U
本
法
力
甚
?
切
と
取
引
し
に
対
応
し
て
い

7

一
ノ
〆
一
人
法
で
は
、

づ勾
f

刊
~
か
v
A
L
J

、
と
の
人
脈

F
諮
る
か
で
斗
一
円
山
吋
怖
が
円
少
弘
、
て
く
ふ
「

'p.ベ人H、学)fi;:i ( お"38 〆201:L::;I 



以
「
で
、
口
民
法
、
現
代
プ
ラ
ン
マ
〈
民
法
、

現
代

R
ト
ヘ
ロ
の
7
場
を
以
内
1

二
、
お
く
r

へ

l
J
J
M
γ
ソ
斗
ア
ド

け
汁
民
パ
ご

鎖
除
4

引

H

能
々
、

る
川
主
γ出

TJ

室町

川口落、

加
川
効

.
Z判
状
義
此
守
党
生
不
品
開
J
L
4

山
却
す
る
針
京
、

巨
内
の
指
ど
の
欠
扶
も
し
く
は
ん
足

必
け
ず
な
る
公
式
の
欠
同
一
初
め
よ
り
韮

況
、
し
た
が
っ
て
迫
一
♂
叱

仔

7H初
、
一
義
弘
治
不
完
μで
原
肉
の
欠
故
、
不
法
以
図
、

ル
〆
M
引
い
羽
恥
効
、

し
た
が
J

て
泊
刊
誌
不
可
ワ

(
2
」
現
代
プ
一
ア
〆
ス
法

(
あ
る
い
は
改
正
出
提
案
)

i
l
-
-リ

が
九
与
え
ん
川
工
九

一
部
の
銑
攻
、

日
前
ま
介
は
原
川
内
の
欠
h
山川、

形
式
的
欠
浪

i
J
I
u
j
d

百
三

剥
ム
メ
旬
克
人
タ
ぞ
」
日

民
権
山
形
よ
不
4
一J

詐
欺
、

YIil 
1臼

当
事
右
能
力
、

3
一
現
代
|
卒
以

?市
芳三七
九ノ

一
公
序
良
貯
述
氏
、
、
心
裡
~
川
出
向
山
、
虚
偽
÷
山
一
九
¥
与
式
違
反
、
リ
円
い
日
山
H
t
J

花
カ
ハ
川
作
品
以
誌
を
公
益
、
私
益
に
区
分
三
山
花
引

こ
相
い
れ
に
分
化
さ
世
る
斗
一
ヂ
ほ
の
週
一
況
や
い
、
無
効
こ
取
川
市
川
の
境
界
に
つ
い
て
、
ヒ
ハ
切
の
一
部
(
鉛
語
、

[
。
ロ
目
以
主
計
i

刊
に
い
リ
}

九
ト
!

y

)

Jt旧
制
ザ
い
ん

化
効
と
科
目
決
定
す
る
F

」
レ
モ
成
E

川
〕
の
効
用
本
に
司
化
、

主
質
的
に
山
川
、
消
し
化
す
る
笠
説
の
忍
説
化

絡みb1-:-;f~ グ))loh~( .名古J宣

吹
川
J

e

制
限
ノ
f
為
能
力
、
詐
欺
、

F-4汎
山
口
一

J
f
J
J
 

五

保
山
幼
/
ι
U
L為
の
追
認
に
潟
す
る
提
案
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト

必
占
の
い
続
斗
日

2
-

は
、
-
五
本
川
d

釘

と
ほ
ぼ
同
婦
に

民
法

一
九
条
の
別
作
を
い
鳥
卒
的
に
維
持
し
、
当
事
者
双
バ
に
よ

る
迫
誌
で
あ
る
凸
の
明
砕
化
と

hr全
け
の
形
式
を
廷
吏
づ
る
山
を
挙
げ
て
い
る
、

取人法羊)fi3 (1 --'3り¥:)() [-，::U 1~] 阜、
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そ
ー
て
、

(
1
」
「
無
効
九
戸
む
ね
は
、
当
-
一
挙
式
汁
川
公
刀
の
道
認
に
ふ
っ
て
も
、
そ
の
効
力
一
千
μ
一
じ
な
い

2
)
「
ω
阿
川
ぷ
が
そ
の

h
為
の

化
効
FCJめ
る
こ
と
や
川
引
っ
て
追
認
」
ゲ
ぷ
ん
と
き
は
、

J
t
も
の
こ
み
な
す

ご、
J

U

L

d

 

ゴ
問

↑γ
効
円
料
日
川
的
無
効
こ
相
対
的
自
H

…
対
へ
の
一
九
丁
化
、
民
古
河
効
果
の
収
消

L
¥
の
河
化
を
主
ぷ
)
J
ん
に
上
で
刀
法
宗
の
立
場
?
げ
川
、
基
本

内
い
去
持
三
き
ア
却
が

市
…
を
指
指
し
た
い
。

主再

(
」
は
、
「
追
認
を
伝
絡
的
な
巳
味
じ
迎
及
的
七
対
化
と
理
解
し
た
十
円
、
、
そ
の
r
h

打
子
乞
含
告
す
八
九
そ
、
つ
で
あ
る
な

ら
ば
、
民
法

六
条
内
表
現
仁
な
ら
っ
て
、
一
前
川
切
な
行
お
は
、
当
事
日
双
方
の
追
認
に
」
「
J
J
て
も
、
行
為
の
吋
仁
さ
か
の
ぼ
〉
て

対
力
を
生
じ
な
い
」
と
い
う
一
成
に
、
そ
の
魁
L

円九
4
n
v，t
昨
化
す
べ

3
で
は
J

な
い
だ
っ
、
っ
か
「

日
早
い
円
、
(
ワ
〆
一

は、

(
I
J
で
の
い
肝
ゆ
る
巡
及
的
浪
誌
の
心
主
を
そ
け
て
、
そ
の
例
外
!
と
し
て
の
い
わ
ゆ
る
非
却
札
前
追
認
の
本

レ」市中
ν告
の
追
認
わ
為
的

ム
款
が
な
行
為

へ
の
み
な
し
に
よ

ι
て
中
丈
坑
し
よ
う
と
す
る
つ
こ
の
者
以
は
、
現
行

υ十
ゃ
い
住
民
の
起

守
十
過
許
証
か
り
判
断
す
と
限
打
、

ソ
ヲ
ン
ス
ふ
山
小
W

J
市
川
叫
九
に
あ
る
、

の
主
味
z
T

心
行
会
?
に

J
i
で
、
行
為
の
再
実
行
を
長
求
す
る

も
の
で
は
ヘ
ア
¥

条
ぽ
に
な
ら
う
も
の
)
兄
う
る
ー
上
述
7

-

た
上
う
に
、

v
イ
ツ
尺
J

、
の
札
だ
の
一
南
区
過
戸

いP
イ
ノ
只
り
一
典

で
は
、
原
案
作
成
主
ゲ
?
プ
ハ
ル
ト
に
ふ
り
説
明
の
性
別
式
こ

L

に
一
円
及
さ
い
わ

F

ご
〆
ー
も
あ

H
、
山
一
月
三
市
川
判
例
は
、
ム

J
3
に
豆

る
ま
〈
、
当
初
の
行
為
と
の
関
車
一
っ
け
に
コ
い
亡
、

h

ノ
¥
介
関
係

y
み
る
も
の
は
少
訟
で
あ
リ
、
凡
例
罰
誌
は
、
既
定
を
証
一
戸
内
川
町
化
さ

せ
な
い
た
め
に
、
/
て
の
内
行
・
程
度
は
係
々
で
あ
る
と
午
、
も

旧
行
為
と
問
所
づ
け
し
絞
利
を
阿
る
も
の
が
ほ
〉

'
Z
と
あ
る
J

ニ

れ
は
、
】
U
訟
行
為
会
~
l
行
{
疋
し
を
い
こ
と
か
ら
山
一
工
〈
る
苅
泊
二
ど
あ
る
J

み
な
す
工
Y

は
廷
の
法
定
収
検
事
例
レ
一
弘
一
見
う
る
と
こ
ろ

で
、
こ

1
土、

2

-

日
一
〕
の
提
J
A
4

が
転
出
慌
の

や
や
宇
一
信
し
よ
う
n

そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、

目
的
引
規
子
七
設
け
な
い

7
場
で
あ
る
こ
と
と
も
、

同
様
の
起
出
円
の
規
£
を
有
す
る

L
i
r
-
Y
法
日
お
け
る
、

L一
述
し
た
ぷ
論
・
紛
糾
を
考
古
門
す
れ
ば
、
規
範
構
造
と
し
て
和
め
て
鋭
似
す
る

誌
が
法
判
明
訟
の
沿
守
的
リ
ス
ク
を
あ
ら
か
じ
め
回
逃
、
す
る
た
め
に
は
、

頃
行
子
比
六

C
条
の
文
一
汗
に
な
ら
い
、

1
4「
半
者
が
そ
心
/
行

'p.ベ人H、学)fi;:i (: -'10;' υ 三υl:L::;I 



お
の
れ
効
で
あ
る
こ
と
や
知
勺
て
許
認
や
し
た
こ
手
は
、
将
来
に
向
か
っ
と
の
み
を
の
効
心
を
パ
一
J
9
7
Q

一
と
い
う
胤
に
、
非
遡
及
的
忠

認
を
内
同
{
バ
J

す
為
政
凶
刊
を
正
面
か
ら
士

u
に
反
映
さ
セ
る
べ
主
で
は
右
い
い
と
ろ
う
か
ペ

ー
に
肌
と
し
て
、
市
高
叫
終
端
正
効
の
三
認
可
能
性
と
民
法
一
九
条
山
内
民
間
一
品
川
山
弘
義
に
つ
と
に
|
|
持
説
征
効
の

d

取
お
へ
の
持

E
L
j
そ
の
限
界
}
同
L
9
ノ
ザ
与
が
L
げ
て
…
以
L
法

学

九

ヘ

ヘ

H

一
パ
サ
』
h

R
以
、
日
除
邑
一
1
1
9

注
し
朱
壮
一
効
論
L
払
一
知
ー
法

山
行
小
品
川
、
切
の
研
究
一
二

{
U
r
d

年
」
じ
川
1
1百
ハ
以
ト
、
市
円
沌
伯
挺
刻
一
わ
九
叫
ん
川
追
認
一
以
人
民
〆

/

L

古
川
J

戸
(
~
〈
J

牛
〉
一
八

ペ
リ
円
以
卜
な
ど
一

一
フ
ケ
民
法
{
憤
惟
悶
係
、
の
改
日
に
悶
オ
る
中
川
同
試
案
の
と
た
J
J
4

台
、
)
戸
械
製
付
ミ
一
)
戸
只
A

(

情
梓
悶
係
)
部
会
資
料
日
山
)
一
じ

-HY
い、

{収
h
f
-
一
げ
な
か
っ
た
論
点
}
と
し
と
、
同
会
資
料
加
市
2
、
つ
へ
に
)
「
追
っ
ゐ
L

{

川
い
一
石
」

l

一
じ
仁
川
町
さ
れ

I
い
る
ヰ
阿
試
本
一
ど
は
↓
口

池
寸
ム
な
/
な
っ
て
ハ
ゐ

へ1

4

岬
占
刀
検
討
(
ワ
二
(
ハ
氏
z
u
-
住
権
問
判
官
一
部
公
資
料
忠
)
引
一
訂
以
ハ

ヘ

1
J
t
な
み
に
、
改
正
倍
率
ト
y

-

て
は
、
林
事

d

f特
効
収
い
押
し
の
市
注
を
ド
、
7
一弘

f川山
J
q
F
P

怜
ほ
か
編
「
民
iμ
げ

M
T
K
を
率
、
〈
?
と
一
「
ノ

心
八
年
一
か
あ
り
、
私
は
、
パ
プ
リ
プ
ラ
コ
メ
，
v

ト
で
、
一
私

F
的
炉
、
効
仁
つ
J

て
、
力
山
当
事
古
川

7
7
2遡
及
的
H
旧
対
怖
を
f
j
ゃん
f
勺
グ
同
者

支
払
す
る
担
自
民
出

λ
、
ヒ
り
ふ
わ
け
畑
μ
円
以
市
u
?

を
引
き
ず
J

J

J

玉
川
悦
「
あ
丹
市
お
な

r
m
h代
~
メ
る
と
市
火
山
が
あ
る
に
与
え
る
日
仏
叫
兄
の

」
寸
阿
川
い
つ
い
ご
は
、
阪
大
戸
j
i

了

川

一

宮

サ

頁

汎

I
J

乙
九
州
ぺ
た

A

比
一
指
い
は
、
守
一
的
コ
メ
ン
ト
の
絞
ぃ
部
'd
の
週
旨
ん
ど
岐
め
て
故

ιt乙

も
の
℃
i

あ↓
A
3
1

-
け
ず
J

l

み

;JA庄
市
川
幻
"

に
つ
、
い
て
|
|
勺
一
7

〆
ミ
法
令
一
円
心
に
」
桁
芳
夫
編
守
払
骨
ハ
行
品
川
f
j

川
却
の
俳
究
』

~-) 

u 
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九
州
匝
葉
一

L
わ
ゆ
れ

戸
川
円
プ
ツ
ン
7
¥

川
誌
の
礼
況
の
糾
汁
2
1
d
f
¥
u
l一
氏
土
ツ
一
ノ
ン
ス
片
山
長
ド
ナ
、
b

一
一
ー
丸
八
ヘ
立
」

j

I

向
。

民
法
ヘ
佳
除
問
g
p
〉
の
改
一
に
悶
す
h
v
l

中
間
的
壮
一
刈
江
主
叫
一
指
犯
、

3
(
5
)
)

ド
↓
」
月
以
「
、
袖
「
d
説

明

六

五

当

以

下

。、パノ

bJ4」
一
ハ
九
買
以

l
c
な
z
ぺ
一
一
六
は
以
ト
ー
に
は
、
相
対
包
効
に
悶

1
3
明
{
え
化
を
阿
を
し
た
粁
緯
の
品
川
が
あ
る

1

法
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